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　生月大橋公園の隣にある潮見グラウンドで、
「Good Morning Ikitsuki ～ヨガと遊びのフェス
ティバル」が開催されました。
　参加者は、海を眺めながらのヨガに、ライブ演奏
やステージパフォーマンス、野外映画上映、オーガ
ニックや地元の食材にこだわったマルシェなどを楽
しみつつ、テントで一泊しました。
　また子ども向けには秘密基地づくりや、自転車発
電でのシャボン玉、味噌汁づくりなどの体験コー
ナーが用意され、会場は大いににぎわいました。

９ 潮風の中でヨガとキャンプ

　度島小中学校体育館で「度島防災まつり」が開催さ
れました。昨年に続き２回目の開催となった今回は、
災害発生時の難しい判断を体験する災害シミュレー
ションゲーム「クロスロード」が行われました。事前
に度島中学校の生徒が島内で発生する可能性がある
災害とその対応策を考え、どのように対応するか班
に分かれ話し合いました。
　また、歌う防災士「しほママ」こと柳原志保さんに
よる講話や福岡工業大学の田島大輔教授による暖竹
を使った電池の展示などが行われました。

島民の防災意識向上のために９
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９ 長崎が誇るプロチームが訪問

　V・ファーレン長崎の竹村栄哉テクニカルダイレ
クターとクラブマスコットのヴィヴィくん、長崎
ヴェルカの伊藤拓摩ゼネラルマネージャーとクラブ
マスコットのLUCAが、両クラブの岩下英樹両代表
取締役社長とともに平戸市役所を訪れ、黒田市長と
面談しました。
　最近のチーム状況から、チームと市とで取り組む
ホームタウン活動について提案があり、黒田市長は、
「スポーツの感動を県の皆さんに伝えていただきた
い」と期待を述べました。
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　平戸市役所で本市と株式会社Wizとの企業誘致に
係る連携・協力に関する協定書締結式が行われまし
た。今回の協定により株式会社Wizの持つ専門的知
見や情報発信力を活用し、オフィス系企業の誘致と
企業が進出しやすい地域としてのブランディングに
取り組みます。
　締結式で小川隆義執行役員は、「Wi-Fi環境の整
備、情報発信、創業支援などで進出企業の定着を目
標に進め、協定を実のあるものにしたい」と挨拶し
ました。

10 民間企業と連携した企業誘致へ６

　平戸瀬戸市場で旬を迎えた「あご」と新米のおいし
さを味わってもらおうと「新あご新米祭り」が開催さ
れました。
　３年ぶりの開催となった今回は、目の前で炭火を
使って焼いた塩あごと炊き立ての新米で作ったおに
ぎりが無料で振る舞われました。会場は、焼きたて
の塩あごの香ばしい香りが広がり、おいしそうな匂
いに誘われた人たちが長蛇の列をなしていました。
また、生あごの詰め放題も行われ、平戸の秋の味覚
を買い求める人たちでにぎわいました。

９ 平戸の秋の味覚に舌鼓

　

たくさんの女性に乳がん検診を

　10月の「乳がん検診推進月間」にあたり、平戸城、
平戸オランダ商館、幸橋がシンボルカラーのピンク
色にライトアップされ、乳がんの早期発見・早期治
療を目指した啓発活動に取り組む、「ピンクリボン
ひらどAI・AI・AI」による鑑賞会が平戸オランダ商
館で開催されました。
　会長の山口幸代さんは、「今後も、『大切なあなた
とあなたの家族を守りたい』のスローガンのもと、
検診を受ける大切さを伝える取り組みを続けていき
たい」と、活動継続への意欲を述べました。
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宇宙大航海時代へ向けて連携

　平戸市役所で本市と株式会社SPACE WALKERと
の産業振興及び地域活性化に係る連携・協力に関す
る協定書締結式が行われました。今回の協定により
宇宙開発によるものづくり産業の振興と、脱炭素社
会の実現に向けて、相互に連携し取り組みます。
　締結式で眞鍋顕秀代表取締役CEOは、「複合材タ
ンクの開発製造拠点となる新工場で、宇宙開発で培
われた当社技術を、陸・海・空すべての領域での脱
炭素化に貢献できるよう尽力します」と挨拶しまし
た。
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10 30周年の感謝を込めて

　たびら昆虫自然園で「第１回昆虫園まつり」が開催
されました。特設ステージでのダンスやコンサート、
北松農業高校の協力による移動動物園のほか、竹と
んぼ飛ばし競争や園内で集めた木の実の工作教室、
焼き芋体験などが行われ、市内外から800人を超え
る人が訪れました。
　併せて開催中の「慧さん展」は、平戸市名誉市民で
世界的な昆虫写真家である栗林慧さんの半生をまと
めた年表やこれまでに使用してきたカメラ機材の展
示、動画公開などが行われました。
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